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　そ の 結果 ぽ Tablc 　8 の 如 くで あ り，通風乾燥 に 於 て は 乾燥直前 に 葡萄糖 を 添加 し前牛 を緩漫な通 風 に 依 り

ethanol 　 vapour を興 え乍 ら乾 燥す る方 法 が 最 も有効 で，そ の 醒酵能 の 貯藏性 は c 。 ntrol の 2〜4倍で あつ た．

　前半の 乾燥に 於 て は ethanol 　 vapout の 供給 ， 並 びに 葡萄糖添加 と之 と の 併用 が 眞空乾燥 よ り有効 で あ る 事

を 認め た．乾 燥直後 は 葡萄糖添 加の 効果 が大 で あつ た が ，貯藏後 は ethanol 　 vapour 供 給 の 効 果 が 大 で あつ た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要　　　　　約

　前報に 績 い て ペ ン 酵母 の 乾燥方 法 を檢討し次 の 如 き結果 を得 た．

　1） 諸訖燥方法 が 乾燥酵母 の 醸酵能 に 及ぼ す影響 は夫 々 異 る．皀卩ち葡萄糖 添加乾燥，薩 室 乾燥は 乾 燥直 後 の 刧

期醸酵力に 顯著な効果 を 示 し，乾燥 時 間 の 延長は Qco2 （max ） に達 す る時 間 の 延 ft　tx招 來 した．

　2） 葡萄糖 添 加 は 乾 燥直 後 の 醗 酵能 を 約25％壇加 し た．

　3） ethanol 　 vapour の 供給 は 乾燥直 後 ，貯藏後共 に 有効 で あつ て，貯職後は control の 約1 ，5〜3倍高い 醗

酵能を 保持 させ る事が出來た．

　4） 種 々 の 乾燥方法 の 長所 を併用 した 場 合 の 綜合 効果 夕 比鮫檢討した結果 ， 通風乾燥 に 於 て は ，生酵母 に 野 し

約 3 ％ の 葡 萄樋 を添 Ulし前牛 を緩漫 な 通風 に 依 り cthanel を 與 え乍 ら乾燥した 場 合最も顯 著な効果 を擧 げ，貯

藏後 は control に 比 し て 2− 4借高 い 醸 酵能を保 持 させ る事 が 出來た．

　翁 後牛 の 乾 燥 を 嚏室 中で 行 5事 に 依 り ， 上 述 の 如 き前 牛 の 乾燥方 法 の 効果 を更 に 高め 得 る事 が 推定 され た ．

　以上 の 冨驗に 依 り，同
一

の 市販 ペ ン 酵母 を 使用 して も乾燥方法 の 適否に 依 り醯酵能 の 維持が礪 々 相異する事は

明か で あるが ， 乾燥に供す る生 酵 母 の 性質 も亦 重 要 で あ ろ事 は 前 報 の c・ ntro1 相
’
b：の 比 較 瞼討 か ら も認 め られ る．

乾 燥酵 母 の 醸 酵力は 時間 と共 に 變化 し，此 の 變化は 乾 燥 方 法 に 依 つ て 異 る事 か ら考 えて ．醸酵期間中
…定 時 間後

丈 で な く經時 的 に 之 を測定 しそ の 變化 を檢討す る事 力泌 要 であ り， 此 の 機 に して 如何 な る乾燥方法が 如 何樣な生

酵母に 適す るか を見出 し得 る もの と思われ る．

　終 りに 本研究 途行 に 當 り終 始 御懇篇な る 御 揖導を賜 つ た九州大 學 山崎 何 惠 先 生 に 厚 く感 謝 申上 げ る．両 夲 研 究

に 使用 した 費用 の
一・部 は文部省科學 研 究 助成補助金 に よ る もの で あ り， 附 記 し
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合 成 清 酒 に 關 す る 研 究

（第 2報 ） 細 菌 protease に 依 る脱 脂大 寛 蛋 白の 溝 化 に 就 い て

坂 本 政 義 （株式會瓩　科學 研究所）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒　　　　　言

　HUROWlTZD は 蛋白の 酵素分解に就 い て 總括 し ，
　 FRANKEL2 ） は カ ゼ イ ン の protease に 依 る加水 分解 に 就 い

て ，DAMODARAN
”
） は edestin ，　gliadine に 就い て ，　 PLENTL4 ） は trpysin に 依 る peptid の 分解 に 就 い て ・

叉 BERSZN5 ）は papain に 就い て 報告し て 居 る．著者は 之等 の 文献 を參 照 し， 主 と し て 脱脂大豆蛋 白 を 基 質 と

し納 豆 菌 枯草菌か ら得 られ た細菌 protease に依て 各種條件の Fに 酵素分解 か行 つ た．而 して ，　 protease に
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依 る蛋 白窒 素 の 利 fii＄：，文 米麹菌と併用 した場合 の 利用 牽 ，生 成 ア ミ ノ酸 を 調べ ，最後に 生成 ア ミ ノ酸 をpaper
・

chromatography に 依 て protease 淌化 の 時 と米麹淌化 の 時の 構成 に就 い て 比 較 した．

　結 果 と し て 好適 な條 件下 で は 蛋 白 中の 全 窒 素利用牽 は 約 75％ に 及 ひ 遊離 ア ミ ノ 陵 の ア ミ ノ態 窰 素は 其 の 約10％

〜15％ 程度 であっ た．遊離 ア ミ ノ酸 は 16璽以 上 の 數 を 示 しそれ は 麹菌 て 滄化生成 され た ア ミ ノ酸 と殆 ん ど同 じで

あ る事 を 認 め た．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 賢 　 驗 　 の 　 部

◎ pretease 使用 條件の 檢討

　細菌 protease に依 り腕脂大豆 を淌化す るに 際 して の 條件 夕檢討す る爲 に 以下 の 實驗 tr 行 つ た．倚，基 質 と し

て 使 用 した 脱脂大豆 は其 の 組成が 次 の 如 くで あ る．

　　　　　　　　　　　　 Table　1・　Properties　 of 　soy ・casein 　material

　　　　　　　　　　　　 moisture 　　　　　　　　9．65％　　　　　　fat　　　　 O36 ％

　　　　　　　　　　　　 total 　 nitrogen 　　　　10．03　　　　　　　ash 　　　　4．26

　 （a ）　protease 使 用 量 の 相 違

　使用 protease 量 夕 變 え で
一A定 條件の 下 に 作用 させ て を 行 い 比 較 した．

　　　　　　　　　　　　　 Tabre　2．　Preparation　of 　substrate 　 solutions

　　　　　　　　 Soy ’casein 　 material 　 20．Og　　　　　　 w　Salt．solution

　　　　　　　　 salt −solution “e
　　　 150cc．　　　　　 MgSO4 ・7H20 　 0．02％

　　　　　　　　 lactic　acid 　　　　　　　　　O。15cc，　　　　　　　　　NaCl 　　　　　　　　　O．02e／o

　腕脂大豆 は 5 倍量 の 水 と共 に 100℃ ，10min 熱處理 夕 行 い ，冷却 後上 記 の 酣 合 と なる様 に 調製 した．300cc容逖

流管付 フ ラ ス コ を用 い 温度 ば 恒浬槽に て 謂節 した．尚，酵素作用 中は時 々 振盪 した．

L

Table 　3．　Correiation 　between　the 　quantities　of 　protease　used 　and 　anlino 　acid 　produced ，

　　　　　　　　　　　　　 COnditiOns 　 Of 出 e　 enzymatic 　 aCtiOn

temperature 　45℃ 　　time 　6　hr．　 pH 　5．4　 bacterial　protease　power （FG ） 3000un 五ts

No ．1

　 　 2

　 　 3

　 　 4
　 　 5

　 　 6
　 　 7

　 　 8

　 　 9

　 10

聽 飜 ・

男
・

0．000

．100250so1

．oo2

．505

．0015

．oo25

．（X〕

50．  0

amine 　 acid

　 　 90

．0430

．0910

．1030

．1210

．1450

ユ870

．4210

．5450

．7510

．916

「・

鞴 潔耀留 蕪 聴
・ …

　 ＿　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ％

0 ．400

，620

．971

．141

．371

．733
，905

．907

．408

．60

　　　　　　　　　　　　 （note ） amino 　 acid ・・・・・…t…　 as 　glycine

　prOtease 量墻加に 從 い ア ミ ノ酸 は 増 加 し，從 て ア ミ ノ 態窒 棄 も増 加 した．　 No ．1 の proteasc 使用 しな   蝪

合も加水分解 に 依 り0 ．40％ 々示 した ．No 、10 の protease　50％ に 於て は ア ミ ノ酸 0 ．916尠 ア ミ ノ態 窒 素 8．60％ で

あつ た ，

　（b）　pH 相違の 條 件

　作用 pH を變 え て pH の 影響 を搬 べ た．試 驗 を行つ た 範圍 は pH 鶚 a8 〜3．5 で ある．此 の 範圍内で は

pH − 6・8｝こ於 て ア ミ ノ 陵 ・ア ミ ノ 態窒素最 も多 く pH − 3．5に於て 最 も少い ．細菌 P ・ ・ t… e は ア ・L 力 蛾 1で
張 く酸性側 で 弱 い 事 夕 示す．目］ち pH 高位 で 安定 で あ る．
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Table 　4．　 Effect　 of 　pH

　　　preparation
soy −case 正n 　material 　20．Og

salt 　solutlon 　　　　
°
　　15〔｝cc ，

protease 　　　　　　　O．20g

　 cond 量1量ons

temperature 　 45℃

time 　　 　　　 8hr

・Hl ・ m … a ・・d　 9 島騾 。践
No ．1

　 　 2

　 　 3

　 　 4

　 　 5

6 ．85

．64

．84

．4，

3 ．5

0．2240

．20201560

．1250

．076

2．091

．881
．501
．171

．71

（nOte ） amino 　type 　 nitrOgen ％ ・・…・・…・

　　　　　　　
amLn ° type

　
n墜 9鯉 L

。 100
　　　　　　　　　 tgtaL　 nitrogen

　　　　 pH − 一…・…control 　 wi 山 lactic　 acid

　　　　　　　　　　　　　　 Table 　5．　Effeet　 of 　 alcohol 　 addlng ．

　　　　　　　　　　　　 Preparation　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Conditions

　　　　　　 soy −casein 　 materla1 　　　　　 20．Og　　　　　　temperaturc 　38℃

　 　 　 　 　 　 salt 　 solution ＋ alcohol 　 　 　 　 150cc，　 　 　 　 　 time 　 　 　 　 　 5hr．

　　　　　　 protease　 activity （FG ）　　　 3000units

　（c ） alcohol 添加 の 影 響

　酵素作 用 に 際 し alcehol の 添加に 依 る影響 を調

べ た．alcohel 濃度 夕次 の 如 く變 え て 莫 の 是非を試

驗 した．

　 alcoho ］濃度 を増すに 從い ， 酵素作用 は 阻審 され

　 alcohol 　19．15％で 66．1％ 阻害 され た．

　（d） 脆脂大 豆 熱處理 の 影 響

　融 孀 理 と して 殺 菌を 兼ね 5 倍量加水 下に 加熱す る

が其 の 加熱程度 の 是非を嶮討 した．蛋 自 の 熱變性は

當然起 る譯 で ある ヵ哄 の 變 性程度 は酵素作 用 に 関係

あ る もの と し て 其 れ を 檢討 した ．

　熱處理 しない 時 と40m 三n 熱處理 の 時 と で ア ミ ノ 酸

生 成量殆 ん ど同 じ く10min で 最 も多 くの ア ミ ノ 酸 を

生 成 した．此 の 程 度 の 變性 が protease 作用 に 適當

1234軌N

Concentration 　 of

　 alcohol ％

尸
055

厂
039　

11

・ m … a ・d ・ lamin°

，lype　
N

O．1950

．0910

．0760

．066

1．820

．840

．780

．62

percentage 　of

　inhibit　％

53．456

．966

．1

Table　6．　 Effect　 of 　heat　 treatment 　 on 　 the

　　　　　soy −casein 　 material

　　 Preparation 　　　　　　　　　　Conditions

soy
−
casein 　 mater 三al　 20．Og　　temperaturc 　 52℃

salt 　 solution 　　　　 150cc．　 time 　　　　　 5hr

protease 　　　　　　 O．50g 　 pH 　　　　　6，8

　　 Table 　7．　 Effect　 of 　temperature

　　Preparation 　　　　　　　　（】ondit 五〇 ns

soy −caseln 　 material 　 20．Og　　pH 　　6．8
salt 　 solution 　 　 　 　 150cc．　 time 　 5hr ．

proteasc 　　　　　　　　　O．50g

（note ） protease　 power ・一．F，　G ＝3000units

1he飢 互

器。1° u 「

巳兜詈型一｝銀蹴 覧
No ．1

　 　 2
　 　 3

　 　 4
　 　 5

5000　

124

いcmp

謎
atu 「e

　l　am 三nE
　

ac 三d
　1器躍

y
劈

O ．18eO

，1880

，2460

．2260

．182

1．701

．752

．282

．101

．68

No ．1 ．
　　2 …

　 　 　i
　　 31

　　4 …

　 　 5

　 　 61
　 　 　 1

5

砺

器

455260

0 ．0360

．0630

．2050

．1990

．1860

．145

0．認

0 ．911

、921

．831

．761

．35
（note ） heating 　 temperature 　 … at 　 100℃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （note ） control 　 of 　temperature …by　thermostat

して い る もの と想腺 され る ．

　（e ） 作用温度 の 影響

　protease 作用濃度 の 饗響 を 檢 べ た 、

　No ．338 ℃ の 場合を 頂點 と して 爾極端 の5℃ ，60C で は protease の 効果は薯し く減少す る．更 に 長時間 に 亘

れ ば 其 の 差 は 益 々 大き くな う ろ，高源 で は protcase の 破壊が起 リア ミ ノ 酸 の 生 成は な くなろ う．

　（f） protease 力 價 の 相蓮

　proteasc の 力價が F，　G ＝30e（），
　 10000單位 の 兩者に就い て 比較 した

，
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Tabie 　8．　Comparison 　 of 　two 　proteases　havi囗g　different　 activities

　　　　　　　 Prcparation 　　　　　　　　　　Conditions

　　　 soy ・casein 　material 　 20．Og　　　 temperature 　45℃
　 　 　 sait 　solution 　　　　　　150cc．　　　　　tirne 　　　　　　　 6hr，

　　　（・ … 〉・・ n ・・・・…齪 嚢：：臑 晝：器 諜
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 amino 　 acid 　 contents

No．1

　 　 2

　 　 3

　 　 4

　 　 5

　 　 6

　 　 7

　 　 8

　 　 9

soy −caseln
materlal 　 g20

釦

202020

 

20

Pl　 9

1．0

1．0

2．0

5．0

　 　 　 　 　ammo 　 acidP2　 9
　 　 　 　 　 　．．−9

1 ，0

1．｛，

2．〔⊃

5 ．0

O．11工

tracetraceO

．4260

．7120

．5160

．7500

．7522

．13e

a 「nlno 　type

　 N 　 ％

　 　 0．97

4．406

．804

．856

．907

．1018

．45

（n ・t・） P ・
…FG − 3000　unit ・ pr・ t・ a ・e，　P2…FG ＝10000　units 　pr。tea ・e

あつ た ．此 の 事 實 か ら推察 して も大豆蛋白

と牛乳蛋自 とで は 本質的に相逮がある．こ

れ は 第 1報 の ア ミ ノ 醜組成 の 節 で 指摘 した

通 りで あ る．

　（h）　金 馬 イオ ン と pH の 影 響

　無機鹽の 添加、無 添加の 場 合 並 び に pH

相邏 の場 合 に 於い て 夫 々 作 用温度 を 加昧 し

高淵，低 温 の 條件
’
ドで 酵素作用 を行い 比較

檢討 し た ．無 機騨 と して は 酒 造 に関 聯 あ ろ

鹽類 を使 用 し，pH の 繝製は 乳酸 を使用 し

た．凋度 は 高温52℃，低 温 5〜4℃ の 場 合 に

つ き行 つ た．

　酵素作用 45hr後濾過 し濾液 と殘渣とに 分

け兩者に就 い て 分析を 行 つ た．

　（i）　殘 渣 は 無 機 鹽 添 加 し ない 場 合 多 く

添加の 場合少い ．無機鹽存在すれ ば 酵素 は

安定 し酵素作用 が 圓滑 な る事 を示 す． pH
＝ ・7．0，4．5 の 比 較 で は pH ＝7．0の 時 少 い ．

pH 高位 に 於 て 酵素力が 弧 く酸凶…側に 於 て

不 安定 で あ る．…方澀度 は 5 ℃ の 如 き低源

で は 酵繁 作用 緩慢 で 52℃ の 方 が 格段 と促 進

　 No ．1 の 腕脂大豆丈で も

加水分解 に依 リア ミ ノ 酸 を

生成 した． protease 丈 で

は trace で あつ た．　 pro・

tease 　1．Og で は P 】，　 P2の 差

2 ．40％ ，2 ．Og で ｛ま2 ．05％ ，

5 ．Og で は 11．35 ％ の 差で あ

つ た，

　 （9）　i基質異 なる場合

　脱 脂大豆 と ミ ル ク カ ゼ イ

ン を基質 と し て比 較 した ，

　 ミ ル ク カ ゼ イ ン は 溝化 し

難 く生 成 ア ミ ノ 酸 は 極め て

少 い ．從 て ア ミ ノ態 窒素 の

全 窒素 に 對す る 百分箪 も小

で あろ．其 の 比 は脆 脂大 豆 ：

ミ ル ク カ ぜ イ ン ＝3．6 ： 1で
¶

Table 　9．〔】ompar 五son 　of 　d旺 erent 　 substrates

　　 （i）　conditions 　 of 　the 　 enzymat 量c　action

　　　　 temperaturc 　50℃ 　　　time 　3hr．

　　 （i三）　Preparation 　 of 　 substrate 　 solut 三〇 ns

No ．12345

識翻 猶1‘IUk§
aseln

20

20

20
【

20

protease
　 90

．50

0．500

、50

lSaltsolUt五〇 n

　 　 CC150150150150T50

（note ） protease ，・．… FG 二3000　units

（i頚） amino 　 acid 　 contents

　　amlno 　 acid
− ．　　　　　　　　　．一一 ．．．一

contcnts 　　　weig ｝lt
　　％　　　　　　9

amlno ・N

　　　9

amlno ・N

ratio 　％

12345qN traceO

．0210

．0090
．1050

．031

0，0310

．0130

．1560

．041

O ．0061、

0 ．00250

．02940

．0102

0．310

．10L470

．41

 
卜

（note ） T −nitrogen 　in　 milk 　casein ・一 ・12，5％

Table 　 10，　Preparatien 　 o 『 substrate 　 solut 三Qns

123α

爵嬲 夏flng　 P… ea ・egwater

000つ

り

33

1．01

．01

．0

cc 　
sah

翌
ut

鬥一
T

lactic　 acld

　 　 CC

90

9090

0．12

pH

6．87

．04

．5
一
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（note ） enzymatic 　action …… at 　high，　and ！ow 　temperatures 　Sah 　solution

　　　　　NH4H2PO4 ， （NH4 ）2SO4 ，　MgSO 雲
・7H20 　 each 　O．019g

　　　　I　　　　　KH2PO4 ，　CaHPO4 　　　　　　　　　 each 　OO23

　 　 　 　 　 NaCl 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α057

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 H20 飢 up 　gDcc

　　　 protease ＿＿ F ．　G ．＝3000　units

　 　 　 Table 　 ll

　　　　（1 ）　The 　residues ．

　　　　　　　　　　　　　 time 　for　the 　 enzymatic 　actlon ・・…・45hr・

Properties　 of 　the 　filtrates　 and 　residues 　after 　enzymatic 　action

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I

hydr。 US 　 State nonhydr ・ us 　 state

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　「
actlng 　temperatu 「 eresidual

weight 　 g

　　冒
mo 且sture

　　 ％ 　 　 1

一一
weigbt 　 gN 　 ％ 　 　T −N ％

　　　　 high　 temp ・
No ．1
　　　　 10w 　 temp ．

（h）　　 1．95

（1）　　 2 ．28

8．18833 1 ．802

．09

5 ．956

．73

0．1070

．141

　　　　 high　 temp ・（h）

N °・2 　 1。 w ・・ mp ． （1）

1．021

．43

8．748
．97

0 ．931

．90

7．948

．75

No ．3high
　temp ．　（h）

1・ wtcrnp ．　（り

1．21

工．56

9．159

．47

1 ．101

．41

8 ．959

．86

O．0740
．1140

．0980

．149

（ii）　The 　filtrates．

No ．1

arnlno 　aCid 　 g

high　temp ．（h）

1・ w ・・ m ・・ （1） 10
．0830

．042

a ’n ‘n °

書
1t「°gcn

　i　 d・f… en ・eg

　　　　 high　temp ．（h）

N ° ・21
。wt 。mp ， （1）

0．1110

．066

0．0150

．0080

．0200

，011

0．007

No ．3hlgh
　 temp ．（h＞

Iow 　 temp ．　（1）

0．009

0．0980

．054

O ．0170

．009
O．oe8

i

　　　　（note ） amlno 　 acid ……
　 calculated 　 as 　glycine

（iii） The 　 changc 　Qf 　nitrogcn 　by　 the 　enzymatic 　action

No ．1

No ．2

No ．3

　total 　 consumed
nitrogen 　n 正trogen

　 9 −．．．．＿一．豊

high　 temp ・（h）

10w　 temp ．丶　 （1）

high　temp ・（h）

1・ wtemp ・ （1）

0．25702570

．2570

．257

high　 temp 、（h）

10w 　 temp ．　 （1）

O．2570

．．257

0．1500
．116O

．1830

，1430

．1590

．108

二9噂 ・」ヨx100

　　　　％ l　 T −N
Iam釦 o −N

　 　 　 x100
T −N
　 　 　 　 ％

58．445
．1

5 ．833

．11

71．255

．61

… 8

1　 4 ・31

61．842

．0

6 ．673

．50

　　　　　　　　 （note ）total 　nitrogen （T −N ）
・・・…

　in　 soy ・casein 　material 　3・09

　　　　　　　　　　　　 used 　in　 this　 expcriment

する．從 て 殘渣中の 筆素淌化 も同様な結果を得た．

　（ii） 濾液 に 於 て は 生 成 ア ミ ノ 酸ほ 少く高源で 0．111g
， 低温 て 0．042％程度 で あつ た．何 れ に し て も遊 離 の ア ミ

ノ酸 は 極 め て 少 い ．

　（iii） 全 窒 素の 推移 は No ．2 の 淌 化 犖 71．2％ が 最高で No ．3 の 42．o％ が 最低 で あ る．一
方 ア ミ ノ 態 窒 素 の 全窒

素 に劉す る比 は No ．2の 高膃 で 7．78％，　 No ．3 の 低澀で 3．50％ を示 し溝化 窒 素 に 比 す る と極 め て 少 い ．此の 數字

か晒 て も騨 の P・・ ・… e 駐 と し て P・ ・ t ・i・ a ・e で P・p・id・ ・ e ｛遯 め て 少い ・概略1°・1咄
←
  る・從て
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濾、液中に は 中間齢 の 窒素が 多 い

事 が 剽 斷 出來 る．尤 も， prot−

ease 　を 麹菌淌化
一一．一

次的な前處

理 と して 使 用す るに は これ で 充

分役割 を果し得 る と結論出來る．

　（三） bactcrial　protease と

麹菌 proteaseと の 併用

　（h） 實驗 と同様 に し て bact−

erial 　protease を麹菌 と 併 用 し

た場 合 に就 い て 行つ た結 果 を 示

す．

　酵 素 作 用 45hr 後孀過 し濾液

と殘渣に 分 け兩者 に 就い て 分析

を行つ た．

殘渣 の 量 と竈 素 t 水 分 に 就 い

て ， 濾液 の ア ミ ノ 酸 と ア ミ ノ態

Table 　12．　Preparation 　 of 　substrate 　 solutions ，

膿 謝 急
P 「°

琵
ase

　 k・j・一・ x・

12340 ．N 3．0

3．03
．0

一　1 ・・

LO 　 　 　 　　 90

1．0　 　 　 　　 90

1．0　 　 　 　 　 　 90

　 lactlc　 acid
g
　 　 　 CC

　 　 　 O ．12

pH6

，96

，96

．94
．6

（note ） protease ．　 FG ＝3000　 units

晦 一 …

儲
i

蠶議 朧
・・・・… 叩

　　 田 trate …　7．5Bg 　at 　16．5PC

　　 inorganic　 salts 　 added …　 NH4H2PO4 ，（NH4 ）2SO4 ，
　 MgSO4 ・

　　　7H 諺O 　each 　O．019g　　KH2PO4 ，　Ca （H2PO4 ）2　 each 　O．023
　 　 　 NaG10 ．057

　　 soy −casein 　material …　 nitrogen 　 content 　8．57 ％

　　 condit 量ons 　 of 　the 　 cnzymatic 　 a α ion …high　temperature 　52℃

　　　bw 　 tempcraturc 　4〜5℃ 　　 tilne　45　 hr

1

素 に就い て ， 並 び に 全窒 素 の 淌化傘 とア ミ ノ 態窒 素 の 全 窒 素 に對 す る比 等 に つ い て 記載す る．

　　　　　　　　Table 　13．　 properties　 of 　the 　filtratcs　and 　 residues 　 after 　 enzymatic 　action

　　　　　　　　　（1）　The 　residucs

hydrousstate1 　 ・ ・ nhyd ，。 u 、 ，t。・，
1

1 residual

weight 　 g

　　，
molsture

　　　％

　．一．．『r罰．

Iwelght
・ ・

　　　　一一一一．
T −N 　g

．

　　　　　　　　hlgh　 te皿 P．
No ．1
　　　　　　　　10w 　 tcmp ．
　一 一一一一一

（h）

（1）

1．952

．26

8．229

ユ3

．
　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
　　　1．79　　　　　　　　　　　11，21　　1
　　　 　　 　　　 　1　 　　　 　　 　　 1

i2−・5　 i
… 2810

，2000230

　　　jhlgh・・ mp ．（h）

No ．2　1

　　　　 10w 　temp ・　 （1）

No ．3

No ．4

high 　 temp ・

10w 　 temp ・

・・刺 … ε・ 　 … 4

0 ．15　　1　 11．03　　　　 0 ，14
　 　 　 1

『一
　 　 　 　 　 　 　 　

一
　
．−t．一．

（h）　 　 1．21

（1）
11

．54
　 　 −L

high　temp ．（h）

low 　 temp ．　 （1）

1．421
．76

5 ．797

．11

1 ．141

．43

8．809
．21

1．481

．60

O ．911

，025

．447

．257

．338

．99

0 ．0000

，000O

．0620

．104
￥．

0．0950

．144

（ii）　The 　 filtratesarn

置noac 正d　 g

No ．1high
　temp ．　（h）

1・ w ・・m ・・ （1） 1
0 ．1040

．054

N… 胤 器 留」
0．1090

．081

amlno 　 mtrogen

　 　 　 90

．0190

．0100

．0200

．015

掬 ・31 鷙撒
’

鴇

No ．4

0．2490

．165

0 ．0390

．028

high 　temp ．　 （h）

1・ w ・・ m ・・ （1） 「

O．237

【，ユ49

O ．0360

．026

difrerencc　 g

0．009

0．005

0．Ol1

0．010

（note ） amlno 　 aCid 　
・…・qalCulated 　as 　glycine
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（ili） The 　 change 　 of 　nitrogen 　by　 the 　 enzymatic 　 action

No ．1

No ．2

No ．3

No ．4

high　 temp ．　 （h）

low 　 temp ，　（1）

high 　temp ．（h）

1・ wtemp ・ （1）

high　 temo ・　 （h）

1Qw 　 tcmp ．　 （i）

total 　 N
　 9Nconsumed　 　 9

0．257　　　　　0．057

0．257　　　　　0，027

0．2570
．257

high　 temp ．　（h）　　 0，257

1・ wt ・ mp ・ （1） IO・257

O ．1950

．1530

．1620

．113

講 憂
1°°

11
・璽1・ ・璽N

。 100
total−N

　　　　 ％

22．110
．5

7．394

．66

75．659
．663

．143

．9

15．1610
．8914

，0110

．12

此 の 實瞼 の 結果 は （h） と周 じ傾 向 で あつ た．因 に 兩 者 の 窒 素利用寧 とア ミ ノ 態窒素生成寧 と を比 較野照する

と弐 の 如 くな る．

　　　　 Table 　 14，　 The 　 Gompar 五son 　 Qf 　 results 　 obtained 　by 　the 　 enzymatic 　 action 　 with 　protease

　　　　　　　　　　 only 　and 　protease 　plus 　koji　cxtract ・

pH

％ … 1i・ a … n ・・Nl ％
囃 溜

’

霄
゜ f

（・ ） ％ 1（・） ％

　　　　high　temp ，　（h）　　　 71．2　　　　53．5
6・6 　 1。 w 　 ・，mp ． （1）　 55．6 　 　49．1

（・ ） ％ 1（・） ％

：：1劉 1：薨
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6．62　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6，67　　　　　　　　　　 h量gh　temp ．　（h）　　　　　61．8　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 41，0
　 　 　 　 　 　 4．6　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5．46　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3．50　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 33．4　　　　　　　　　　 10w　temp ．　 （1）　　　 42．0

　　　　　　　　　（110te ）（a ）　・・・・・・…　　protcasc　only

　　　　　　　　　　　　 （b）
・・・・・・…　 calculated 　as 　protease　only 　in　koji　cxtract

　此 の 表に 於い て （b）の 場合は control の 數 字 を差 引 い て い る の に 對 し （a ）は 無 譏 鹽 水 で 蛋白 が 加 水分解 され

る 數字 を 差引い て い ない の で （b）よ り利 用 箏 が 高く出て い る．（a ）に於 い て も control の 實驗 を し て 居た ら（a ），

（b）の 絶 對 的な比鮫 が出來た で あ ろ 「
） ．此の事を附記 して 置 く．

　 （考 　 察 ）

　protease に依 ろ蛋 白 の 窒素消化 に は條件 7）選躍は 勿 論 で ある が ， 好適な條件下 で 酵素作用 を行えば ， 窒素利

用 率 を 高め ，カ ル ボ キ シ 几 基 ， ア ミ ノ 藁 の 遊離 夕齎 ら し分解度 も増進 し ，　蛋 白分
二fニ を次 々 と subunit に分解 し ，

よ りよ き効 果 を 收 め る もの と想 像す る．實 瞼 （h），（i） の 結果 で 云 え る事 は pH が 中性附 近 に 於い て ，澀度 は 冷

温 よ り高温 に於 い て ， 淌，金属 イオ ン の 存在下 で酸素作用が圓滑 に して ， 蛋 白 中 の 窒素は可成 り利用 され ると云

う事 で あ る．更 に，淌化 窒 素1まア ミ ノ 態 窒 素 へ の 移行は 少 く ， 大部分 peptid 型 で 溶液 中に 存在す る事實 を認 め，

使用 の bact．　protease は preteinase で あ る と結 論 旧 來 る．　 f苛，納豆 菌 protease と 枯草菌 protcase と に 就 い

て 比 較 し た が傾 向が同 じで あつ た．

　（9 ）　protease 淌化 に 依 る生成 ア ミ ノ酸 ノ）檢出

　proteaseに 依 て 遊離 され るア ミ ノ 酸 は蘭實瞼に於い て僅か で は ある が，此 の 生成 ア ミ ノ酸 を檢出す る爲 に 買

驗 （h） No ．2 の 濾液 に 就 い て paper 　 chrornatography を彳テつ た，渮，此 の 生 成 ア ミ ノ 酸 を麹菌淌化に 依る生

成 ア ミ ノ 酸 （灘 隷（i） No ．1 濾液 使 用） と比鮫 した．尤 も， 後者の 場合 は 米か ら來 て い る ア ミ ノ 酸 と覧複 して い

る譯 で繦繋的な比 較 で は ない ．
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The　figures　illus．　trating 　the 　amino 　acids 　produced　from 　the 　soy

　casein 　 material 　with 　bacterial　protease　 and 　 rice 　koji　protease

　　轡 撃 携 　　轡 ・

こ

炉略
Fig．1．　 amino 　acids 　ohtained 　from　Fig．　2．　 amino 　acids 　obtained 　fmm

soy ・casein 　 matcrial 　by 　Bac ・

protease　digestion
soy ℃ asein 　 material 　 by 　 koji

protease　digestion

　　糖　　　　 括

主と し て 駐瑚旨大豆蛋白 を 基

質 と して 細菌 proteaseに依

る酵素作用を各種條件下で行

つ た結果並 び に 生成 ア ミ ノ 酸

の 檢出等 に 就い て 翼約ナる と

  　pH ＝ 7附近 で 遊離 ア

ミ ノ 酸多 く窒素利用摩 も高い ．

pH ・＝4．5で は 其 の 効果 減 少 し

た．

　  　基質 を加水下 に熱處理

す るに或 程度 の 變 性 は 酵素作

用點を増す もの と察知される．

即 ち 100℃ ， 10min に於 て 其

の 効果 が あつ た．

　  ア ル コ ール 添加 試瞼 で

は ア ル コ ール 濃度 を 増すに從

い 酵素作用を阻害す る．例え

‘塞120％ ア 丿レ コ 冖ノレ濃度 で ｛ま其

七

の 阻 害 は66％ で あっ た．

　  好適温度は38− 40℃ を 可 とし6G℃ で は 破壊 が起る．低温 で ｛t 酵素作用 は極 め て 緩慢 で あつ た ．

　  脱脂大豆に 比 し ミ ル ク カ ゼ イン は淌化が署 く困難 で あつ た．

　  金屬イオ ン の 添加は酵素 を安定せ しめ其 の 作用を圓滑 に した．

　  脱脂大豆 の 無機鹽7k中で の preteasc滄化 と麹汁中で の protease滑化 とを 鞠照す る と蛋白窒素の 利用葷

並 び に邂離 ア ミ ノ 酸 の 量的関係 は共 に 岡 じ傾向を示 し翩 ち蛋 白 中の 窒素は 相當 に渭化 され るが生成 ア ミ ノ 酸 の 占

め る割 合 は比 較的に 少なか つ た．郎ち使用の bacter 三al 　protease　lま proteinase に富み peptidase は 僅少で

あつ た．

　  　protease 淌化 に 依 る遊離 ア ミ ノ 酸 を paper 　 chromatography で檢出 した處，約20颶 の ア ミ ノ 酸 を認 め ，

之等 の ア ミ ノ酸は 米麭 で淌化生成した もの と大差 が なか つ た．

　  　枯草菌 protease に就 い て も行つ た が 納豆 菌 protcase の 場 合 と同 じ結果 を得 た．

　  protease に依る蛋 白の peptide ，　amino
　acid へ の 分解を利用して 蛋 白 を前處理 す る事に 依 り窒 素利用卒

を高 めれ ば 合成清酒 の 製造は 更に飛躍出來 る もの と思惟す る．（此 の 實驗に就 い て ｛ま弐回 に報告す る．）

　終 b に 商 み 御指 導 を賜 わ つ た 東 大 坂 口 謹一郎 博 士，阪大 照 井 鵞 造 博 士．科研 飯 田茂吹氏，轡 随稀雪氏に 深 謝す る．

　本 研 究 費は國税認．合成清酒組合 の 補助金 に 依 る o
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